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全数把握対象感染症　発生状況

一類感染症

二類感染症

三類感染症

四類感染症

五類感染症

定点把握の対象となる５類感染症発生状況（定点医療機関当たり患者数）↑;前週より増加↑↑;2週連続増加↑↑↑;急増

36 週 37 週 開始 終息 36 週 37 週 開始 終息

インフルエンザ 1.4 ↑ 1.4 30 10 10 突発性発しん 0.00 0.67 ↑

COVID-19 0.20 0.20 ヘルパンギーナ 0.67 1.00 ↑ 6 2

急性呼吸器感染症（ARI) 76.8 ↑↑ 76.0 流行性耳下腺炎 0.00 0.00 6 2 3

ＲＳウイルス感染症 1.67 ↑ 1.33 急性出血性結膜炎 0.00 0.00 1 0.1

咽頭結膜熱 1.33 ↑ 0.00 3 1 流行性角結膜炎 3.00 7.00 ↑ 8 4

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.33 ↑ 3.33 ↑↑ 8 4 細菌性髄膜炎 0.00 0.00

感染性胃腸炎 12.67 8.00 20 12 無菌性髄膜炎 0.00 0.00

水痘 0.00 0.00 2 1 1 マイコプラズマ肺炎 0.00 1.00 ↑

手足口病 1.33 ↑ 0.00 5 2 クラミジア肺炎 0.00 0.00

伝染性紅斑（リンゴ病） 0.00 0.00 2 1
感染性胃腸炎

（ロタウイルス）
0.00 0.00

トピックス・季節情報

※西彼保健所感染症情報の全数報告数は報告の週で掲載しています

（県感染症情報速報は診断の週で掲載していますので数が一致しない場合があります）
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日本紅斑熱　患者1名（70代・女性）

梅毒　患者1名（50代・男性）
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週別　発生状況

結核予防週間・呼吸器感染症予防週間 ～結核は現代の病気です～

NTM症は土や水、浴室など環境に自然に存在する菌が肺などの臓器に入り、ゆっくり

炎症を起こす病気です。「結核」と異なりヒトからヒトへうつることはありません。

結核と同じく咳や痰が長引く、息苦しさがある、微熱・体重減少など全身症状がみられることがあ

ります。有病率は年12-22%増加しており、人口10万人あたり210.2と推定されています。高齢化に

伴い、ますます増加する可能性もあります。

出典：厚生労働省ホームページ

※現在、西彼保健所管内はインフルエンザの流行期にあります

～早期診断が大切です～

NTM症はゆっくり進行する一方、感染が長期にわたり続くと、肺の傷みが進行する場合があります。早

期に診断ができれば、病状を把握し必要に応じて治療を進めることができます。

NTM症の詳細はこちら

（厚生労働省）

厚生労働省は、毎年９月２４日～３０日を結核・呼吸器感染症予防週間と定め、普及・啓発活動を実施しています。

今年度は、同期間に「非結核性抗酸菌症啓発週間」が新設されました。

非結核性抗酸菌症（NTM症）とは？

１．咳・たんが長引く

２．微熱・倦怠感が続く

３．体重減少・胸痛

★２週間以上症状が続く場合は

受診をおすすめします

定期的な健康診断も

この症状結核かも？！ 呼吸器感染症

新型コロナウイルス感染症の流行を機に、呼吸器感染症

の脅威が再認識されています。呼吸器感染症とは、ウイ

ルスや細菌などが原因となり、鼻・のど・気管支・肺等

に炎症を起こす感染症です。新型コロナウイルス感染症、

インフルエンザ、肺炎球菌感染症等、様々な感染症があ

ります。

例年流行する秋・冬前に、手洗い・マスク着用、換気

など基本的な対策を身に着けておきましょう。

結核予防週間ホームページ

（西彼保健所）

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-hoken/hoken-iryo/kansensho/kansensyo-seihi/keltukaku-kansensyo-seihi/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/ntm.html

